
世界金融危機後、製造業をはじめ総じて経済成長率が低下。（第１図）
供給側からみると危機前は、主要国の成長率は、全要素生産性（ＴＦＰ）が高い成長要因。危機後は、いずれの
要素も鈍化。（第２図）
労働投入は、アメリカでは長期失業率が上昇するなど、一部で構造変化が生じた可能性。（第３図）
資本投入も、危機後は伸びが鈍化しており、ビンテージ（設備年齢）は総じて上昇。（第４図）
こうした傾向が継続する場合、ＴＦＰの伸びの鈍化を主な要因として、潜在成長率がさらに低下する可能性。
（第５図）
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第２章第１節 各国のイノベーションをめぐる状況とその創出の要件 ①世界金融危機後の成長構造の変化
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第２章第２節 各国のイノベーションをめぐる状況とその創出の要件 ①各国のイノベーションの比較とその背景

イノベーション総合ランキングでは、北欧を中心としたヨーロッパ諸国が上位を占める。（第６～7図）
イノベーション活動のインプットをめぐる指標をみると、北欧を中心としたヨーロッパ諸国が多くを占めるものの、
政府の予算投入やインターネット環境整備等において、韓国の動きが目立つ。（第８～１１図）
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第９図 1000人あたりの研究者数

第８図 政府科学技術予算のＧＤＰ比

第７図 主要国のイノベーションランキング総合及び
構成項目の順位（2012年）

第１０図 ブロードバンド設備の普及第６図 主要国のイノベーションのインプット・アウトプットの概観
（2012年）

第１１図 各国のベンチャーキャピタル投資のＧＤＰ比
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アウトプットをめぐる指標をみると、特許使用料受取やブランド力ではアメリカが圧倒的存在感を示している。
（第１２図、第１３図）

アメリカは、保健衛生分野で優位性。政府Ｒ＆Ｄを通じてＮＩＨ（国立衛生研究所）が基礎研究を実施及び支援、
その成果をベンチャー企業が商業化。（第１４図、第１５図）

アメリカのベンチャー企業はインターネット・コンテンツ分野もリード。コンピューター・ソフトウェア分野でも世界的
に強い競争力。（第１６図）

さらに、アメリカでは、産業構造変化や競争力強化につながるイノベーションの一つとしてシェールガスの採掘
が進む。（第１７図）
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第１３図 グローバルブランド（100社）の国際比較

第１６図 特許・ライセンス使用料の内訳と推移第１２図 特許等使用料（受取） 第１４図 技術分野別ＰＣＴ特許シェア

第２章第２節 各国のイノベーションをめぐる状況とその創出の要件 ②主要国のイノベーションをめぐる
特徴的事例の概観

第１５図 バイオ関連企業と中小企業 第１７図 シェールガスの生産見通し
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ドイツは、エネルギー分野でのイノベーションを積極的に推進し、再生可能エネルギーの利用は増加。ただし、
手厚い補償の影響で賦課金が上昇し、電力価格が高騰。（第１８図、第１９図）
フィンランドは、産業構造が情報通信関連に特化し、高い競争力を保持していたが、2000年代半ば以降は競争
力低下に伴い産業全体が不安定化。（第２０図、第２１図）

韓国は、官民一体となった産業政策の推進の下、企業主体の研究開発や巧みなマーケティング戦略で販売販
路を拡大。（第２２図、第２３図）
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第１９図 ドイツ：電力価格の推移

第２２図 韓国：イノベーション関連指標の推移第１８図 ドイツ：電気消費総量に占める
再生可能エネルギーの割合

第２０図 主要国のＩＣＴサービス投資・設備投資
（ＧＤＰ比：2008年以降）

第２章第２節 各国のイノベーションをめぐる状況とその創出の要件 ②主要国のイノベーションをめぐる
特徴的事例の概観

第２１図 フィンランド：輸出品目シェア 第２３図 韓国：自動車輸出相手国の推移
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第２章第３節 まとめ

 世界金融危機後、主要国は主力産業における資本蓄積の鈍化とともに、ＴＦＰの低下により、
成長率が低下。ＴＦＰ向上にはイノベーションがカギ。

 イノベーション創出には人的・資金的投入以外の要因も重要。
 制度環境やインフラ設備の充実度がイノベーションをより効果的に創出
 産官学やベンチャーのネットワークの深化など、多様な主体の参画がイノベーション創出
の好循環を促進

 ブランド戦略や販路開拓努力もイノベーションに厚みをもたらす

 一方で、特定産業に対するインプットの集中は国際的競争力をもつ産業を育てる反面、安定し
た成長を妨げるリスクにも。
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